
開発建設部

沖
縄
北
部
ダ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
意
見
交
換
会

〜
北
部
や
ん
ば
る
水
源
地
域
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
議
論
〜

5
昨
年
度
、
沖
縄
本
島
に
お
け
る
水

資
源
開
発
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
受

け
、
ダ
ム
所
在
市
町
村
長
や
中
南
部
市

町
村
会
、
観
光
関
連
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
者

等
に
よ
り
、
沖
縄
北
部
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト

宣
言（
※
）が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
を
受
け
、

①
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
の
実
現

②
北
部
水
源
地
域
の
活
性
化

③
ダ
ム
や
そ
の
周
辺
地
域
等
の
魅

力
を
活
か
し
た
「
沖
縄
北
部
ダ

ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
発
信

を
目
的
に
、
10
月
27
日（
月
）に
日
本
旅

行
業
協
会
沖
縄
県
支
部（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）24

名
参
加
の
も
と
、
現
地
視
察
及
び
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

現
地
視
察
会
の
実
施

漢
那
ダ
ム
で
は
環
境
学
習
に
適
し
た
ビ
オ

ト
ー
プ
の
第
二
貯
水
池（
め
だ
か
の
学
校
）や

魚
道
、
ま
た
施
設
見
学
と
し
て
普
段
は
見
ら

れ
な
い
ダ
ム
堤
体
内
部
の
視
察
等
を
行
い
ま

し
た
。

安
波
ダ
ム
で
は
や
ん
ば
る
の
森
と
湖
面
の

お
り
な
す
自
然（
景
観
・
空
気
）を
体
感
で
き

る
船
上
体
験
や
地
域
に
お
い
て
運
営
さ
れ
る

環
境
教
育
セ
ン
タ
ー
施
設
「
や
ん
ば
る
学
び

の
森
」
の
視
察
、
羽
地
ダ
ム
で
は
歴
史
学
習

も
可
能
な
資
料
館
や
ダ
ム
下
流
広
場
の
視

察
・
植
樹
体
験
等
を
行
い
ま
し
た
。

現
地
視
察
後
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
北
部
自
治
体

及
び
地
元
観
光
関
係
者
等（
計
72
名
）を
交
え

た
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
部
地
域
か
ら
は
市
町
村
・
各
区
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
地
域
活
性
化
の
取
組
の
紹
介
が
さ
れ

る
一
方
、
現
場
を
視
察
し
た
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
側
か

ら
は
、
話
題
性
の
あ
る

取
組
や
観
光
客
誘
致
に

向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
必
要
性
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
地
元
団

体
に
よ
る
意
見
交
換
会

は
今
回
が
初
め
て
で
し

た
が
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
側
か

ら
は
大
変
参
考
に
な
っ

た
と
好
評
で
商
品
化
を

検
討
し
た
い
、
ま
た
視

察
会
を
企
画
し
て
ほ
し

い
と
の
感
想
を
頂
き
ま

し
た
。

※沖縄北部ダム湖サミット宣言

一　やんばるの貴重な自然は沖縄
の宝であり、本島における貴
重な水源地でもあることから、
県民全体で森を守り、水を守
ることが重要。

一　水源地やんばるの自然やダム
湖の魅力を活かした活動を通
じて、森や水の大切さを広く
認識してもらえるように努力。

一　ダムの存在する北部地域の
連携のみならず、中南部地
域との交流・連携を促進。

沖
縄
北
部
ダ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
信
に
向
け
た
意
見
交
換
会
の
実
施

今
回
頂
い
た
貴
重
な
意
見
を
参
考
に
各
関

係
機
関
や
北
部
地
元
関
係
者
等
と
協
力
し
、

各
地
域
個
別
の
取
組
に
つ
い
て
「
横
の
連
携
」

や
「
次
に
つ
な
い
で
い
く
情
報
発
信
の
仕
方
」

な
ど
を
検
討
し
、
北
部
や
ん
ば
る
地
域
の
活

性
化
を
見
据
え
た
「
沖
縄
北
部
ダ
ム
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
の
発
信
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

意見交換会における主な意見

・北部地域の様々な地域活性化の取り組みを観光商品として活用できないか。
（カヌー・民泊事業等）
・本土のダムと比較しスケール感が無い。話題性のある取り組みを打ち出すこと
が重要。（例：観光放流・黒部ダムのトロリーバス・トロッコ列車等）
・修学旅行では今まで平和学習が主だったが、今後は環境学習や沖縄のダムに
ついても知って頂くようなインフラ観光のムーブメントを起こせないか。

・沖縄の人も沖縄のダムを知らない人が多い。まず家族でのピクニック等中南部
の人 を々誘導するようにすれば、口コミ等で県外からの観光客も増える。

・観光のリードは女性。女性の興味・関心ををいかに取り込むかが重要。
・RVパーク（トイレ・水・電気）等のインフラ整備次第でキャンピングカーの文化を
沖縄にも普及させることが可能。

・各地域個別の取り組みについて横の連携や次につないでいく情報発信の仕方
が重要。

○漢那ダム（宜野座村）
　 ・第二貯水池
　 ・ダム堤体内部
　 ・魚道
　 ・下流マングローブ

○安波ダム（国頭村）
　 ・ダム貯水池
　 ・シゲランファーの滝
　 ・やんばる学びの森

○羽地ダム（名護市）
　 ・ダム下流広場
　 ・ダム資料館

■現地視察箇所

ダム堤体内部

東村：自然遊覧船ゴンミキ号

意見交換会開催状況10/27：NHK沖縄（18:10～Hot Eye）

ダム湖上流の幻の滝シゲランファー

日本旅行業協会沖縄県支部支部長
のコメント

 「沖縄は海というイメージがある
が、ダム湖の良さを知ることがで
きた。今後、観光の良い商品にな
るのではないか」

地域活性化の取組事例

13  Muribushi 2015年１月★２月   　


